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第５章 計画の推進 
１ 推進体制 

子育て支援、教育などを所管する庁内関係部局や、福祉の担い手となる様々な主体と

協働して、本計画の施策を総合的に推進します。また、学識経験者、障害当事者、障害

者団体や関係機関などで構成される仙台市障害者施策推進協議会により監視等を実施

します。 

 

２ 各主体の役割 

（１）行政（仙台市） 

 国や宮城県、関係機関と協調し、様々な主体と連携することで、支援のネット

ワークを強化し、障害のある方が地域で安心して生活できる仕組みづくりを推進

します。 

 

（２）障害者団体・事業所 

 団体や事業所間の連携を深めることで、生活の支援や当事者活動の一層の促進

を図り、障害のある方の自立と社会参加を推進していくことが期待されます。 

 

（３）企業 

 障害のある方の雇用の拡大を図るとともに、地域や社会を構成する一員として、

障害のある方が住みやすい地域や社会づくりへの取り組みが期待されます。 

 

（４）地域 

 地域における市民、団体、企業などのつながりが強くなることで、障害があって

も安心して暮らすことができる環境づくりに結びつくことが期待されます。 

 

（５）市民 

 市民の障害理解が一層進み、正しい理解と意識を持って、障害のある方もない方

も、互いに尊重し合いながら共生する社会の実現に寄与するよう努めていく必要

があります。  
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音声コード６７ 

 

第５章 計画の推進 

１ 推進体制 

子育て支援、教育などを所管する庁内関係部局や、福祉の担い手となる様々な主体と協働

して、本計画のせ策を総合的に推進します。また、学識経験者、障害当事者、障害者団体

や関係機関などで構成される仙台市障害者せ策推進協議会により監視等を実施します。 

 

２ 各主体の役割 

かっこ 1 行政（仙台市） 

 国やみやぎ県、関係機関と協調し、様々な主体と連携することで、支援のネットワーク

を強化し、障害のあるかたが地域で安心して生活できる仕組み作りを推進します。 

 

かっこ 2 障害者団体・事業所 

 団体や事業所かんの連携を深めることで、生活の支援や当事者活動の一層の促進を図

り、障害のあるかたの自立と社会参加を推進していくことが期待されます。 

 

かっこ 3 企業 

 障害のあるかたの雇用の拡大を図るとともに、地域や社会を構成する一員として、障害

のあるかたが住みやすい地域や社会づくりえの取り組みが期待されます。 

 

かっこ 4 地域 

 地域における市民、団体、企業などのつながりが強くなることで、障害があっても安心

して暮らすことができる環境づくりに結びつくことが期待されます。 

 

かっこ 5 市民 

 市民の障害理解が一層進み、正しい理解と意識を持って、障害のあるかたもないかた

も、互いに尊重し合いながら共生する社会の実現に寄与するよう努めていく必要がありま

す。 

 

３ 計画の普及・啓発 

 仙台市のホームページえの掲載や各区役所での配布など、仙台市の障害者せ策の考えか

たや内容について、広く市民に周知します。また、点字版、テキスト版、デイジー（こめ

じるし）ばん、おんせいばん、かくだいばん、計画の大切なところをわかりやすく説明す

るばん、などを作成することで、障害により情報を得ることが難しいかたに対する情報保

障（こめじるし）を充実します。 
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３ 計画の普及・啓発 

 本市のホームページへの掲載や各区役所での配布など、本市の障害者施策の考え方や

内容について、広く市民に周知します。また、点字版、テキスト版、デイジー＊版、音

声版、拡大版、計画の大切なところをわかりやすく説明する版などを作成することで、

障害により情報を得ることが難しい方に対する情報保障＊を充実します。 

 

４ 計画の達成状況の点検及び評価 

 成果指標、計画関連事業、成果目標及び見込量については、定期的に実績を把握し、

その達成状況を検証したうえで、毎年度、仙台市障害者施策推進協議会に報告し公表す

るものとします。当協議会においては、計画に係る監視・調査・分析・評価を行い、こ

の結果に基づいて所要の対策を検討・実施します。 

また、令和８年度に障害者保健福祉計画の中間評価を行い、今期計画期間中の実績や、

法改正など社会環境の変化に伴う見直しを実施します。 
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音声コード６８ 

 

４ 計画の達成状況の点検及び評価 

 成果指標、計画関連事業、成果目標及び見こみ量については、定期的に実績を把握し、

その達成状況を検証したうえで、まい年度、仙台市障害者せ策推進協議会に報告し公表す

るものとします。当協議会においては、計画に係る監視・調査・分析・評価をおこない、

この結果に基づいて所要の対策を検討・実施します。 

また、令和８年度に障害者保健福祉計画の中間評価をおこない、今期計画期間中の実績

や、法改正など社会環境の変化に伴う見直しを実施します。 

 

 

第６章 計画関連事業一覧 

所管局については、ここからまるまる局が所管、ここまでまるまる局が所管と記載 

 

かっこいち 共生社会の実現に向けた障害理解の促進と権利擁護の推進 

まるいち 理解促進・差別（こめじるし）解消 

ここから健康福祉局が所管 

障害者差別（こめじるし）解消 

障害を理由とする差別（こめじるし）の解消を推進するため、普及啓発・交流等の各種事業

をおこなうとともに、個別相談えの対応に着実に取り組む。 

 

障害理解サポーター事業 

障害のあるかたえの理解や、障害のあるかたの社会参加を推進するため、企業・団体・学校

などに対して障害当事者などの講師を派遣して、障害に関する良き理解者としてのサポー

ターを養成する。 

 

合理的配慮（こめじるし）の提供支援に係る補助金及びアドバイザー派遣制度 

令和 5 年 10 月より義務化された「事業者による障害のあるかたえの合理的配慮（こめじる

し）の提供」を支援するため、市内事業者を対象に、イベント等開催じにおける手話通やく・

要約筆記（こめじるし）しゃ派遣費用の一部を助成するほか、障害のある当事者アドバイザ

ーを派遣する。 

 

 

 

 

 


